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2023年 12月期通期連結業績予想数値と実績値との差異に関するお知らせ 
 

2023年８月10日に公表いたしました2023年12月期通期連結業績予想数値と、本日公表の実績値に差

異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．2023年 12月期通期連結業績予想数値と実績値との差異 
(2023年１月１日～2023年 12月 31日) 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想(Ａ) 15,000 1,600 1,670 1,170 205.73 

今回発表実績(Ｂ) 14,703 2,012 2,129 1,529 268.87 

増減額(Ｂ－Ａ) △297  412 459 359  

増減率(%) △2.0 25.8 27.5 30.7  

(ご参考)前期実績 

(2022年 12月期) 
14,086 967 1,118 801 141.22 

 

２．予想数値と実績値との差異の理由 

売上高につきましては、巻線機事業は順調に推移したものの、送風機・住設関連事業において、工

作機械や産業用ロボット・半導体製造装置等向けの軸流ファンの需要が減少し、浴室照明器具も集合

住宅案件の低下を受け売上が減少したことにより、前回発表予想を下回りました。 

利益面につきましては、巻線機事業において、原材料価格の高騰前に製作した従来製品や、利益率

の高い消耗品、予備品が好調に推移し、円安により輸出案件と米国子会社が利益を押し上げたことに

加え、試験研究をはじめとした一部の販管費が翌期にずれこんだこと等により、営業利益、経常利益、

親会社株主に帰属する当期純利益ともに前回発表予想を上回りました。 

 

以 上 


